
 

様式 C-7-2 

自己評価報告書 

平成２１年４月３０日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究種目：基盤研究（Ｃ） 

研究期間：2006～2009 

課題番号：18540100 

研究課題名（和文） 同じ絡み目の２つの射影図をつなぐライデマイスター変形の回数 

  

研究課題名（英文） The number of Reidemeister moves needed 

 for connecting two link diagrams representing the same link. 

研究代表者  

林 忠一郎 (HAYASHI CHUICHIRO) 

  日本女子大学・理学部・准教授 

研究者番号：20281321 

 
研究分野：数学 

科研費の分科・細目：幾何学 

キーワード：トポロジー、幾何学 

 

 

１．研究計画の概要 
２つの「絡み目の図」が１つの同じ絡み目を
表すとき、片方の図に何回のライデマイスタ
ー変形を適用してもう片方に変形できるか、
その上界を交点数の式で求める。 
 
２．研究の進捗状況 
 絡み目Ｌが橋分解されている状況を考え
る。すなわち、３次元球面が２次元球面Ｓに
よって２つの３次元球体Ｂ１とＢ２に分解
されており、Ｌはそれぞれの球体とｂ本の自
明弧で交わっているとする。各球体内に自明
弧が自明であることを表すｂ枚の円盤のシ
ステムが取れる。各円盤の縁の輪はＬの部分
弧とＳ上の弧を繋げたものになっている。こ
のようなＳ上の弧は円盤の枚数と同じ２ｂ
本あり、それらを繋げたものが結び目の図を
与える。このとき、この結び目の図はこの橋
分解に基づくと言う。 
 結び目の図において、結び目の上の有限な
偶数個の点をうまく指定して区切り、橋分解
のＢ１内の弧とＢ２内の弧が交互に繋がっ
ていると見做すことができる。同じ絡み目を
表す２つの図は区切り点をうまく増やすと
同じ橋分解に基づくと見做すことができる
ことが知られている。 
 Ｌの部分弧が自明であることを示す２ｂ
枚の円盤のシステムの取り方を２通り考え
ると、Ｌの２つの図Ｄ１とＤ２が得られる。
Ｄ１、Ｄ２の交差点の数をｎ１、ｎ２と置く。
一般にはＤ１とＤ２は幾らでも多くの交差
点で交わることがあり得る。Ｄ１とＤ２の配
置の無駄を無くして、Ｄ１とＤ２の間の交差
点の数ｃをｎ１、ｎ２、ｂの式で上から抑え
る必要がある。ｃが無駄に大きくなると、Ｄ

１の弧２本とＤ２の弧２本で囲まれた四角
形領域が増えることが分かった。実際、ｃ、
ｎ１、ｎ２、ｂの或る１次式で表わすことが
できた。四角形でない領域の数を上から評価
することもできた。それはｎ１、ｎ２、ｂの
或る１次式Δ以下であることが分かった。 
 Ｄ１をその交差点と橋分解の分割点で２
ｎ１＋ｂ本の紐に区切り、Ｄ２も同様に区切
る。このとき、Ｄ１のある紐とＤ２のある紐
はｃ／（ｎ１、ｎ２、ｂの２次式）以上の交
差点を持つことが分かった。片方の紐を基準
にもう一方を交差点で部分紐に区切って考
えると、高々Δ―１個の平行類しか無いこと
が分かった。 
 
３．現在までの達成度 

③やや遅れている 
上述の四角形たちが「うず巻き」状に配置

される部分が見つかるはずと考えているが、
そのことの証明が思っていた以上に難しい。 
 
４．今後の研究の推進方策 

球面に高々Δ個の穴の開いた曲面上で多
数の四角形たちの配置を考えることになる。
四角形たちが「うず巻き」状に配置されてい
る部分を見つけ、それを解消する操作を行う
ことにより、Ｄ１とＤ２の交差点の数をｎ１、
ｎ２、ｂの式で上から抑える。そうすれば、
Ｄ１からＤ２へ変形するためのジャンプ変
形操作の回数が上から評価され、ライデマイ
スター変形の回数の評価も得られる。 
 「うず巻き」の存在を示すには、橋分解の
弧が自明であることを表す円盤たちの２つ
のシステムの交わりを援用することも考え
られるので、それを試みる予定である。 



 

５．代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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